
アーバネットグループのサステナビリティへの取り組みについて

　　　　

＜アーバネットグループの４つの重点活動＞

アーバネットグループ（株式会社アーバネットコーポレーション、株式会社アーバネットリビング２社）は、「人々
の安全で快適な『くらし』の提案を行い、豊かで健全な社会の実現を目指す」ことを企業理念に掲げ、事業活動を
通じて社会の課題解決に取り組んでまいりました。
当社グループはサステナビリティへの取り組みを進めており、その一環として、SDGｓに関する以下の活動を重点的
に行っております。

■重点活動 1  　理想の住まいの開発

当社グループは、都心のワンルームマンション開発・販売事業で長年蓄え
てきたスキルとノウハウにより、安全で快適な住居を開発・提供すること
で、持続的な経済の発展に貢献します。

【主な取り組み事例】
・定期的な居住者アンケートの実施・分析を踏まえた
居住スペースの絶えざる改善
（単身者用の快適な浴室の開発、25㎡タイプの１LDK間取り開発等）
・美的で洗練されたモノトーンの外観マンション

【対応する SDGs の目標】
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■重点活動 2 　芸術、美術活動への取り組み
当社グループは、勉学に励む若手芸術家の発掘・支援・育成を実施することで、
豊かで健全な社会の実現に貢献します。

【主な取り組み事例】
・若手芸術家の支援、発掘のため、美術・芸術を学ぶ
   学生限定の立体アートコンペ（AAC）の主催を 21年継続実施
・自社開発マンションのエントランスホールに展示する立体アート作品を
   若手芸術家から購入

ＡＡＣコンペの様子

研修の様子

コンペの最優秀作品は実際にマンションの
エントランスホールに設置

【対応する SDGs の目標】

【対応する SDGs の目標】

【対応する SDGs の目標】

■重点活動 3 　環境等への取り組み
当社グループは、2020 年 1月に「アーバネット防災プログラム」を策定し、
自社開発のマンションに今後の大型台風を見据えた設計・設備を取り入れました。
今後も、環境をはじめ、貧困等の社会的問題に取り組むとともに
住み続けられる街づくりに貢献します。

【主な取り組み事例】　　　　　　　　　　
・アーバネット防災プログラムへの取組みを通じた 気候変動への対応
・国連UNHCR協会等への寄付

■重点活動 4 　魅力ある職場実現
当社グループは働きやすい職場環境の整備、従業員の健康増進、人材教育に努めております。
昨今では新型コロナウイルス対策等におけるWEB会議の推進・時差出勤への対応など
魅力ある職場づくりを通じて、有為な人材を育成し、持続可能な社会の実現に貢献します。

【主な取り組み事例】
・「健康経営優良法人 2021」認定
・女性管理職の登用 
・各種 研修体制の充実

照明付防災ラジオや簡易トイレを防災倉庫に常備
（停電時の備品対策）

ハザードマップにより簡易止水板の設置
（共用部の雨水侵入対策の強化）

停電時にも点灯する保安灯を常備


